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ある必要があって本朝食鑑(元帥5=1692)のフノリのととろを見たら，

海羅という字をあてて大要次のような怠瞬、のととが書いてあった。 ri括経は
鹿角菜のととで古人は乙れを食したが，近世では紙をすく人が糊料として用

いるだけで， ζれを食う人はないB 本草綱同によると女子が理髪l乙用いると

あるが，枯り気のため毛髪の古しれるのをふせぐκ役立つとある。ま乙とにそ
の通つだ。今婦人が事!Uをのとき滑胎として利用するが結果はよい(原i英文L

乙こでは名称、上の乙とはとりあげないで利用の而だけを話題!ζするが，まず

文中にも=は食べたが元総の今日では食べないとある点だが，元Jp.年時代の文化

人はめし上らなかったかも知れないが，漁村l乙は ζ れをたべる風習の残って

いるところもある。その例の一つ!と伊豆の宇佐美の一部ではフクロ フノリ の

生品を味噌汁のみとするととがある。それはそれとして， とれを主!~;主の場合

lζ利用するという点はいずれ本草網目のうけうりで1-1本で笑行されたかどう

かは矢口るよしもない。とにかく医療に使はれた記録にはなるがi宗本卜な民間燦
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法の範囲を出ない。

もう一つは LaminariaCloustonii EDM.の柄部を少しく加工 した程度

のもので医療上 Stipiteslaminariae (ラミナリア指h)と称して欠く べからざる

専門医の要具として使はれているものである。実物は長さ約 6~7 cm，太さ

径 2.6mm位で一端lζ紐がつけてあり， 太さを番号で区別して使用のとき適

当な太さのものを番号で選定するようになっている。日本では材料供給維の

ためコシプの食べる部分のうすいととろだけを縦lζ巻き乾して紐をつけ，ほ

んものと同形同大のものとし Japolamiaという名称で製造販売していた製

薬会社もあったが，本物Kくらべ断面に同心円の模様が見え，乙れが湿気を

;貯びると巻きが戻るため全然ソリッ ドである本物には劣るといはれた。そん

なわけで勿論医療器具である。もっとも近頃別の代用品もできているが，誌

類とは関係ない。
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髪 菜 話; 義

久内清孝

K. HISAUCHI: “Fa tsai"， a Chinese 
eclible Nostoc in mar1也t

中華料理の材料商のj苫頭でときどき見かけるものの一つに髪菜 (fatsai) 

がある。とれについては故遠藤吉三郎陣士が他物学雑誌26巻 (1912)Iζ波欧
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